
平成１１年(１９９９)１０月２日(土)　８：５０～１７：００　　会場：日本都市センター

会長：谷口　繁　岩手医科大学高次救急センター

開会の挨拶
（８：５０～９：００） 会長　岩手医科大学　高次救急センター 谷口　繁

一般演題 　　
（９：００～１０：４０）

Ⅰ　搬送 　
座長　弘前大学医学部　附属病院救急部 滝口雅博

Ⅰ－１ 長崎県の離島における急患搬送現状
　　　　国立長崎中央病院　救命救急センター 高山隼人　ほか

Ⅰ－２ へき地救急医療における長距離搬送の現状と問題点
　　　　札幌医科大学　救急集中治療部 浅井康文　ほか

Ⅰ－３ へき地におけるヘリコプター搬送システムの普及をめざして
　　　　岩手医科大学　高次救急センター 遠藤重厚　ほか

Ⅰ－４ 山間僻地における救急活動を検証して
　　　　和歌山県　高野町消防本部 西坂　保　ほか

Ⅱ　へき地医療の現状(１)
　　 座長　九州地方医務局 江口弘久
Ⅱ－１ 医療の僻地度スコア化の試み

　　　　弘前大学医学部　附属病院救急部 滝口雅博
Ⅱ－２ 岩泉地区における救急医療の現状と対策について

　　　　岩手県　済生会岩泉病院 北山　修　ほか
Ⅱ－３ へき地診療所における医療のあり方　特に救急医療の限界について

　　　　長野県奈川村　国保直営診療所 田辺真一　ほか
Ⅲ　へき地医療の現状(２)

　　 座長　札幌医科大学　救急集中治療部 浅井康文
Ⅲ－１ 北海道のほぼ中央に位置する山岳リゾート地"トマム"での医療状況について

　　　　村立トマム診療所 趙　重文
Ⅲ－２ 「離島における診療所医師の職業的孤立」について

　　　　高知県檮原町　国保檮原病院 的場　俊　ほか
Ⅲ－３ 矯正施設における救急医療の問題点と今後の課題

　　　　自治医科大学　救急医学 奈良浩介　ほか
Ｔｅｌｅｃｏｎｆｅｒｅｎｃｅ 　　
（１０：４０～１１：００） 司会　国立長崎中央病院 寺本成美

特別講演 へき地・離島における救急医療の実態と有効な救急医療体制の確保について
（１１：００～１２：００） 　　　　川崎医科大学　救急医学 小濱啓次

休憩
（１２：００～１３：００）

総会
（１３：００～１３：１５）

指定講演(１)
（１３：１５～１４：１５） 司会　川崎医科大学　救急医学 小濱啓次　

へき地・離島における救急・医療格差のための今後のあり方
　　　　前　全国自治体病院　協議会　参与 米田啓二

指定講演(２)
（１４：１５～１５：１５） 司会　岩手医科大学　高次救急センター 谷口　繁

へき地医療３６年の経験から
　　　　前　岩手県　国保沢内病院長 増田　進　

シンポジウム へき地・離島における遠隔医療の実践
（１５：１５～１７：００） 司会　自治医科大学　救急医学 鈴川正之

1
離島中核病院における画像電送システム運用の現状と課題
　（脳神経外科疾患を中心に）

　　　　北海道　利尻島国保中央病院 大西浩平　ほか

2
へき地・離島における救急時の遠隔医療の実践
　－在宅医療情報共有システムの応用－

　　　　広島県　府中地区医師会 寺岡　暉
3 医用動画像電送装置を使用する遠隔地カンファランス

　　　　大阪大学大学院　医学研究科　生体機能調節医学 植田俊夫　ほか
4 救急遠隔医療情報伝送のための基本プラットホームの作成

　　　　救急救命東京研修所 繁田正毅　ほか
閉会の挨拶
（１７：００～）


